
未来を編む挑戦
対談
佐藤麗司朗綺咲愛里

私たちが働く原動力とは何でしょうか。

仕事をする上での矜持、張り詰めた緊張をほぐすリラックスタイム、

未来に向けての挑戦について、東京都不動産鑑定士協会第７代会長の佐藤麗司朗と、

女優の綺咲愛里さんに語っていただきました。



私利私欲には走らず、会員のために
汗を流し公正中立でいる－（佐藤）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ

とにかくこのエンターテインメントの
世界を盛り上げる－（綺咲）
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すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ



私利私欲には走らず、会員のために
汗を流し公正中立でいる－（佐藤）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ

とにかくこのエンターテインメントの
世界を盛り上げる－（綺咲）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ



自分たちの業界だからこそ
自分たちで良くする－（佐藤）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ

Profile

喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れる－（綺咲）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ

綺咲 愛里さん
元宝塚歌劇団星組トップ娘役。兵庫県川西市出身。
新人公演の主演等、大役に就くなど期待の若手として経験を
重ね2016年11月トップ娘役となる。以後、大劇場公演を中
心に多くの舞台でファンを魅了し続ける。そして、2019年
10月13日、紅ゆずると共に宝塚歌劇団を退団する。退団後
は、充電期間を経て、ワンダーヴィレッジ所属となり、舞
台や雑誌を中心に女優、モデルとして活躍中。



自分たちの業界だからこそ
自分たちで良くする－（佐藤）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ
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喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れる－（綺咲）

誰かの毎日を
支えるために

－佐藤　本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
－綺咲　よろしくお願いいたします。
－佐藤　実は、私は宝塚歌劇団の大ファ
ンなのですが、私たち不動産鑑定士のお
客様の層にとっても宝塚が好きな方は多
いんですよ。ですから、今回この30周
年を記念して綺咲さんを起用させていた
だき、そのイメージを発信することに
よって、お客様との距離感を近づけたい
と思っています。
－綺咲　わぁ、すごい…。ありがとうご
ざいます。宝塚歌劇団も、ものすごく歴
史が長く、今年で111年目ですかね。そ
のうちの10年を過ごせたというのは本
当にすごいことですし、すごく光栄で自
分の人生においてとても大きな財産です
ね。
－佐藤　まさに、我々も母団体となる日
本不動産鑑定士協会連合会が今年で設立
60周年を迎えました。私たち東京都の
組織は、社団法人化してから30周年と
いう二重に節目の年になります。私自身
の会社は創業20年を迎え、東京都不動
産鑑定士協会の会長として6年間務めさ
せていただきました。110年の中での10
年と60年の中の6年…長い年月をお互い
に奮闘したというところで共感するもの
があります。
－綺咲　お仕事を続けられていく中で大
切にしていることなどはどんなことがあ

りますか？
－佐藤　やはり人の役に立つということ
が一番根底にあるのかなと思っています。
会長として決して私利私欲には走らず、
会員のために汗を流し公正中立でいると
いうことはとても大切にしています。私
たち不動産鑑定士の仕事の難しいところ
は、不動産の経済価値を判定するわけで
すが、必ずしもお客様の思うような鑑定
評価額、価格になるわけではないという
点です。そんなときもしっかりと説明で
きるようにプロフェッショナルとしての
仕事をして、専門家としての責務を果た

き缶を投げられることがありました。債
務者の方にとって苦渋の選択を迫られる
なか、融資を行った金融機関としても、
依頼を受けて不動産の処分価格を調べる
我々としても、立場上は非常に苦しいの
ですが、大切な仕事です。人の生活拠点
や、人生そのものに大きく関わっていく
この仕事をする上で、日々やはり公正中
立な専門家としての意識を保つことの難
しさ、大切さを感じました。
－綺咲　すごく興味深いお話ですね。
ずっと聞いていたくなります。
－佐藤　綺咲さんは、舞台に立つという
お仕事を続けていくうえで大切にされて
いることはどんなことですか？
－綺咲　そうですね…。作品、今まで
様々な作品に携わってきて、そのすべて
が自分にとっては挑戦であり、無我夢中
で走ってきたなと振り返ってみると思う
んです。その中でも、大切にしているこ
とは“舞台はお客様がいて初めて完成す
る”ということですね。私が宝塚を退団
して間もなく、コロナウイルスの影響で
エンターテインメントが不要不急の対象
として止まってしまったときに心にぽっ
かりと穴が開いてしまったように「今ま
で私がしてきたことっていったい何だっ
たんだろう？」と見つめなおす時間があ
りました。
－佐藤　舞台に立つ方にとっては、本当

すということが求められるため、偏りが
ないように心がけています。
－綺咲　すごい大事なお仕事ですね。で
も、公正中立であり続けること、辛いと
きもありますよね？
－佐藤　もちろんあります。一番辛かっ
たのは、まだ修行中の身として働いてい
た頃にバブル崩壊後の不良債権処理に携
わっていたときですね。景気が一気に悪
くなってしまったので、借金を返済でき
ずに担保不動産を売却処分する方もいた
んです。その際に私たちは債務者の方の
生活の基盤である自宅や工場を鑑定評価
するのですが、私たちのせいで家を出て
いかなければならない状況になった、と
感情的になった債務者のお子様から、空

に考えられないような状況になったよう
に感じますね。配信ではお客さまの顔が
見えないですからね。
－綺咲　無観客だったりとか、配信だっ
たりとかですね。やはりお客様が会場に
いらっしゃって初めて完成形というなか
でお客様を迎え入れられない、そもそも
なくても生きていける世界というような
風潮になってしまって。
－佐藤　一緒に空間を創り上げていくも
のなのに、不要不急の外出など余計なこ
とをしてはいけないような風潮がありま
したよね。あの頃は、どの業界も本当に
挑戦の連続だったと思います。でも、エ
ンターテインメントを始めとしてどの世
界も乗り越えてきましたように感じます。
ウェブなどを活用することでチケットが
取りにくいけど配信があれば見られると
いった新しい広がりも生まれたんじゃな
いですか？
－綺咲　みんなが一生懸命考え続けた末
に乗り越えたと思いますね。私もおうち
のテレビで見られるので助かることもあ
ります。なので、画面越しだとしても
ファンの方が笑顔になるような挑戦を続
けていこうと思っています。

新しい挑戦の連続

－佐藤　コロナ禍に私たちも「夢の
家！！あったらいいな。絵画コンテス
ト」という新しい取り組みをスタートし
ました。コロナの影響で夏休みだけど遠
くに行けない子どもたち向けに始めたん

です。家から出られない閉塞感を打ち
破ってもらいたくて、理想の家や間取り
を書いて、それに自分で値段をつけてそ
の理由を教えてください。という形でエ
ントリーしてもらいました。夏休みの自
由研究のつもりで参加してほしかったん
です。これまででしたら夏休みになれば、
家族でいろいろなところに遊びに行けた
んですけど、当時は東京のナンバーが地
方を走っているだけで怒られちゃう。そ
んな時代だったので、家で引きこもって
いても思いを馳せるというか、家族との
価値観を作ってもらいたいという取り組

いですから（笑）。アイドルさんがやっ
てらっしゃるようなことは当然宝塚もし
てくださって、しかもいろんなグッズを
リーズナブルな価格で販売されています
し。何より宝塚大劇場周辺の「ムラ」の
世界観は特別ですね。
－綺咲　どんなところがお好きですか？
－佐藤　阪急電車がまず好きですね。あ
の電車に乗って宝塚大劇場へと向かうと、
身が引き締まっていく思いがするんです。
－綺咲　いいですよね！お上品で。私も
阪急沿線で育ったのでずっと昔から乗っ
ています。
－佐藤　是非皆さんもあの街に一度は
行った方がいいと思いますね。街には音
楽学校の生徒さんたちも普通に生活され
ていて、街全体が彼女たちを応援してい
ます。歩く姿勢も凛々しくて礼儀正しい。
そういうところへ伺うと、自然とこちら
も凛というかシャンとしてしまいます
（笑）
宝塚の作品は、すべて女性の方が演じて
らっしゃいますが、男役の方が本当に
かっこいいんですよ。男性が見ても理想
的な男性像を描いておられます。私は、
さまざまな場面でスピーチなどお話しさ
せていただく機会が多いのですが、その
ときに宝塚の男役の人をイメージして凛
として見せようというのを心がけてます。

みをしてみたり。幼い頃から「不動産鑑
定士」という職業領域について知っても
らうということも、未来における業界の
担い手を確保していく点で必要なことで
す。小学生が一人でエントリーできるわ
けではないでしょうから、この取り組み
を通じて、ご親族の方々にも我々の存在
や活動内容を知ってもらえたら、と考え
ていました。
－綺咲　とてもすてきな挑戦ですね。本
当にさまざまな分野で乗り越えるための
挑戦が行われてたことを実感します。
－佐藤　宝塚歌劇団も、111年という歴
史の中で枠にとらわれないチャレンジン
グな取り組みをしていらっしゃいますよ
ね。ファンサービスなんかも半端じゃな

忙しい日々の癒し方

－綺咲　嬉しいですね（笑）。そもそも、
佐藤さまがそんなにも宝塚を好きになっ
てくださったきっかけは、何だったので
すか？
－佐藤　私が宝塚に魅了されたのは
2018年だったと記憶しています。その
２年前には熊本地震があったんです。当
時、不動産鑑定士に求められている新し
い社会的使命として“被災地の支援活動”
というものがありました。私はパイオニ
ア的な存在として熊本地震のときには延
べ143日間の被災地支援活動の指揮を
執っていました。その後も自然災害が頻
発して、大阪府北部地震や西日本豪雨、
北海道胆振東部地震の被災地など、日本
中を駆け回っていました。綺咲さんも阪
神・淡路大震災があったので、もしかす
るとご存じかもしれませんが、被災者の
方が支援を受けるにあたって「罹災証明
書」というのを行政から交付されるんで
す。罹災証明書によって仮設住宅に入れ
たり、あるいは生活再建支援金を受け
取ったりということができるのですが、
その前提として災害前の家屋としてどの
くらいの価値があったものが、災害に
よってどのくらい価値が減少したのかと
いう調査が必要になるんです。私たち不
動産鑑定士は土地や建物の経済価値を判
定して貨幣額で表示するということを独
占業務にしているため、その考え方を活
用することによって、被災者の方々のパ
スポートとなる罹災証明書の発行のため

に必要となる調査をしているんです。
－綺咲　ものすごく重要なお仕事ですね。
－佐藤　熊本地震被災地の支援活動の頃
から、仕事面で支えてくださったお客様
に「佐藤さんは歴史が好きだから気に入
ると思う」とおすすめしていただいたん
です。宝塚では歴史を題材にした作品を
多数扱っているので、歴史にまつわる作
品を見せてくれるのかなと思っていたの
ですが、初めて観劇したのは少女漫画が
原作の『ポーの一族』でした。歴史もの
の作品ではなかったんですけど、その世
界観に圧倒されてしまったんです。そこ

ていくのとかが好きですね。自分でお料
理をするのも大好きなんですけど、それ
もちょっといい有機野菜を買うなど良い
食材でお料理したりすると、なんか
ちょっと気持ちが上がったりして、心も
体も満たされるような気分になりますね。
－佐藤　10代から宝塚というある意味
クローズドな世界で過ごされて、そこか
ら卒業をされたときに切り替えていくっ
ていうプロセスはどのようにご自身で考
えていらしたんですか？
－綺咲　あれだけ歴史ある大きい団体を
卒業するというのは、職を一度失うわけ
ですから生きていく上での怖さももちろ
んありました。同じ組のメンバーとは四
六時中一緒だったので、シンプルにその
悲しさというか寂しさもありましたね。
それに加えてコロナがほとんど同じタイ
ミングでやってきたので。
－佐藤　10月に退団されて、その翌年
の2月には日本でもコロナはニュースに
なっていましたからね。
－綺咲　私は卒業したら自動車の免許
取って旅行に行きまくるって決めていた
んです。なので、日本でコロナウイルス
が流行する前までにすごくリフレッシュ
したんです（笑）。そして、「さあ、お
仕事頑張るぞ！」と切り替えたタイミン
グでコロナ対策に追われていたので、出

から、忙しい日々から現実逃避するよう
に魅入られて、過去の作品や他の組の作
品も見ていくうちに全部の組を好きに
なっていきました。その話をすると止ま
らなくなってしまいますね（笑）。でも、
本当に心のリフレッシュとして支えても
らったんです。
－綺咲　そういってもらえることが嬉し
いです。
－佐藤　綺咲さんはリフレッシュなどど
うされていますか？
－綺咲　食べることがすごく好きで。な
ので、食事はすごくこだわってしまいま
す。こだわりっていうのも、すごいスト
イックというわけじゃなくて、外食をす
るときはお店のことをすごく入念に調べ

鼻をくじかれたというか、そういう思い
はありました。
－佐藤　でも、OGのみなさんがいろい
ろ配信してくれていましたね。
－綺咲　『#Our song for you -また会え
る日まで- 青い星の上で』ですよね。ま
だまだ私にできることはあるんだとか、
小さなことから頑張ってみようと思えま
した。もう一回、とにかくこのエンター
テインメントの世界を盛り上げる。微力
ながら、その一人としてっていう気持ち
を持ち、どんどんお仕事のすそ野を広げ
ていくことができました。

さらなる未来に向けて

－綺咲　佐藤さまはこれまでも新しい風
を協会に吹き入れてきたと思いますが、
これからさらに挑戦していきたいことっ
てありますか？
－佐藤　まず、不動産鑑定士という存在
をより知ってもらって、不動産に関する
頼れるパートナーとして認知していただ
くということをしていきたいです。今年、
東京都不動産鑑定士協会は社団法人化 
30周年という節目で母団体の日本不動
産鑑定士協会連合会は設立60周年とい
う本当に節目。それを機会に、連合会で
は全会員が不動産鑑定士の使命や役割と
いった共通認識を明確にできるようにし
ようと、今後10年間のロードマップ作
りに取り組んでいます。社会の中で私た

ちの活動を発信するイベントも企画して
いますし、こういった取り組み通じて会
員一人ひとりが「不動産鑑定士はどこを
目指し、どこへ進んでいくべきか」自分
たちの業界のことを考えてほしいです。
－綺咲　すごく大切なことですね。
－佐藤　私は史上最年少で6年間も東京
の会長を務めたわけですが、いつまでも
「トップスター」をやっていくわけでは
ありません。誰かがやらなければならな
いけれども誰でもいいわけではないので、
自分たちの役割を把握して、会員のため
に汗をかける人にバトンを託したいと

そ自分たちで良くする、どうしたいのか
考えようよっていう当たり前のことを、
もう一度改めて問うというのが、この 
30周年の節目だと思っています。
－綺咲　私の場合は宝塚を経て、現在、
舞台を通してお客様と触れ合うお仕事さ
せていただいています。さっきもちょっ
とお話しましたが、今も昔もお客様が
あって舞台は完成する。そのくらい、私
にとってファンの方々というのは、もの
すごく大きな存在で、お仕事をしたとき
に喜んでくださるファンの方がいるから
頑張れるっていうのが根底にあります。
宝塚時代から今に至るまでの私を作って
くださっていると言っても過言ではない
ぐらい、本当に大きな存在です。ですか
ら、これからもやっぱりファンの方に喜
んでいただけるとか、ファンミーティン
グのときに笑顔で皆さんとお会いできる。
その皆さんの笑顔を見るための活動をし
たいっていうのが第一にあります。誰か
のその現実逃避じゃないですけど、パ
ワーを与えられるようなそういう存在に
これから先なっていきたいなとは思って
います。
－佐藤　もう、私にとっては癒しです。
現実逃避でなく癒しですね。
－綺咲　ありがとうございます！

思っているんです。業界が進むべきロー
ドマップを作成できたら、そこに向かっ
てみんなで取り組んでいくことを業界内
部として進めたいと思っています。誰か
やってくれると思っちゃう人もやっぱり
多いんですよね。社会の中でもそうだと
思うのですが、自分たちの業界だからこ

綺咲 愛里さん
元宝塚歌劇団星組トップ娘役。兵庫県川西市出身。
新人公演の主演等、大役に就くなど期待の若手として経験を
重ね2016年11月トップ娘役となる。以後、大劇場公演を中
心に多くの舞台でファンを魅了し続ける。そして、2019年
10月13日、紅ゆずると共に宝塚歌劇団を退団する。退団後
は、充電期間を経て、ワンダーヴィレッジ所属となり、舞
台や雑誌を中心に女優、モデルとして活躍中。


